
平成２８年度第１回東広島市入札監視委員会会議概要 

 

１ 会議名 

  平成２８年度第１回入札監視委員会 

 

２ 開催日時・場所 

  平成２８年５月２０日（金） 午後１時３０分から午後３時１０分まで 

  東広島市役所本館４階 入札室 

 

３ 出席委員 

  横山委員、岩元委員、早川委員、宮本委員、石垣委員 

 

４ 出席職員 

総務部長、総務部技術調整監、建設部道路建設課課長補佐兼市道第１係長、都市部都市整備

課長、都市部区画整理課長、都市部営繕課長、事務局員 

 

５ 会議の概要 

（1） 東広島市の入札契約制度について 

事務局から東広島市の入札契約制度の概要について説明を行った。 

（2） 入札及び契約手続に係る運用状況の報告について 

次の事項について、事務局から説明を行った。 

ア 入札方式別発注工事の状況 

イ 指名除外措置の運用状況 

（3） 検証対象工事の検証について 

    次の検証対象工事について、入札参加資格要件、工事概要等を事務局及び施工担当課

から説明を行った。 

ア 平成 27年度 小学校新設事業（仮称）寺西第二小学校造成工事（27-2） 

イ 平成 27年度 市道整備事業 下横野 5号線道路舗装工事 

ウ 中央生涯学習センター管理運営事業 中央生涯学習センター解体工事 

エ 平成 27年度 小学校増改築事業 寺西小学校第二グラウンド整備工事（Ⅱ期) 

オ 平成 27年度 市道整備事業 八本松小橋耐震補強工事 

（4） その他 

次のとおり決定した。 

ア 次回委員会の開催について 

平成２８年度第２回委員会の開催は平成２８年８月の予定とし、後日調整を行うこ

とに決定した。 

イ 次回の検証工事抽出委員について 

      次回の抽出は石垣委員が行うことに決定した。 



６ 発言の内容 

(1) 東広島市の入札契約制度について 

発言者 内容 

委員 

 

 

 

事務局 

入札参加資格の格付けにおける総合数値は、経営事項審査の総合評定値に

市が独自に定めた発注者別評価点を加えるということになっていますが、発

注者別評価点とは、どのような要素で定めていますか。 

 

環境マネジメントシステム（ＩＳＯ１４００１）の取得など会社の技術力

や貢献度が高まることについては、加点しています。一方、一定期間内に指

名除外措置を受けた場合には、減点しています。 

  

 

 

 (2) 入札及び契約手続に係る運用状況の報告について 

発言者 内容 

委員 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

条件付一般競争入札において、落札率が100％で予定価格と契約金額が10

円単位まで一致している工事がありますが、何か理由がありますか。 

 

予定価格を事前公表していますので、予定価格と入札金額が一致すること

があります。 

 

1者入札の工事がありますが、工事の時期や工事内容によるものですか。 

 

年度末に近い発注でしたので、受注状況や技術者の状況などにより、応札

者が少ない状況にありました。 

耐震補強工事は、非常に厳しい状況で年度当初でも1者入札という工事も

ありました。 

 

関係者が逮捕されたという事実をもって指名除外措置を行っていますが、

結果的に無罪だった場合にはどうなりますか。 

 

国に準じて、逮捕という事実をもって指名除外措置を行っています。指名

除外措置の後、その後の確定をもって内容を変更するということは、現在し

ておりません。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(3) 検証対象工事の検証について 

ア 平成27年度 小学校新設事業（仮称）寺西第二小学校造成工事（27-2） 

発言者 内容 

委員 入札参加資格の営業所所在地の要件において、一般的に「東広島市内に主

たる営業所かつ本店を有する者」以外の要件となる場合について教えてくだ

さい。 

  

事務局 要件は、案件ごとに検討しています。参加可能である業者数を想定し、で

きる限り地域要件を優先して市内業者に発注しています。 

難しい工事や同種・類似工事の実績を求める場合等において、市内業者に

有実績者が少ないことが想定されるときには、市外に広げる場合がありま

す。 

  

委員 

 

事務局 

どこでその判断をしていますか。 

 

東広島市建設業者等選定審査会という組織を設けており、その中で判断し

ています。 

  

 

イ 平成27年度 市道整備事業 下横野5号線道路舗装工事 

発言者 内容 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

総合評価落札方式適用の工事ですが、入札参加資格の設定理由で、一般的

な舗装工事であるという説明がありました。この工事において、工事の品質

として、何を求めていたのですか。 

 

本工事における透水性舗装では、材料の管理やその施工によって品質に差

が出ることがあります。また、工事場所が工業団地の開発地の近くで工期が

限られることや通行規制を行うことから工程管理が重要で、通常の舗装工事

よりも技術力を要するため、総合評価落札方式を適用しました。 

 

入札参加資格において、「東広島市内にアスファルトプラントを有する

者」が参加できるという要件がありますが、舗装工事であるとこのような条

件が付くのですか。 

  

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

全てに設定している条件ではありません。一定価格程度までは、市内業者

のみを対象として発注していますが、本工事は、総合評価落札方式適用工事

で、高額な工事であったことから技術力の高いアスファルトプラントを有す

る業者にも参加していただける設定としました。 

 

東広島市内に本店がない業者で、アスファルトプラントを有するというの

は一般的なことですか。 

 

大手の建設業者が経営しているアスファルトプラントが、市内に3か所あ

ります。 

  

 

 

 



ウ 中央生涯学習センター管理運営事業 中央生涯学習センター解体工事 

発言者 内容 

委員 先ほど建設業法の改正について説明がありましたが、6月からは解体工事

業の許可が必要となる工事ですか。 

  

事務局 

 

委員 

 

 

事務局 

3年間経過措置があります。とび・土工工事業の許可でも可能です。 

 

6月以降の解体工事の発注では、入札公告に解体工事業の資格について、

記載されるのですか。 

 

現在、解体工事に係る入札参加資格は、とび・土工・コンクリート工事し

か認定しておりません。入札参加資格は、今年度末までが2年間の期限とな

りますので、今年度は解体工事の認定はしないこととしています。翌年度以

降の入札参加資格では、解体工事の認定を行うので、入札公告においては、

最終的に解体工事の認定の記載のみとなる予定です。 

  

 

エ 平成27年度 小学校増改築事業 寺西小学校第二グラウンド整備工事（Ⅱ期) 

発言者 内容 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

一般的に最低制限価格を下回る者が多い工事には、どのような傾向がある

のでしょうか。 

 

一般的な舗装工事のように業者の技術や経験により利益を上げやすい工事

や利益を上げにくい工事があります。利益を上げやすい分野では、競争性が

非常に強いということが想像されるので、各者とも最低制限価格ぎりぎりで

応札されるため、その結果、ランダム係数の関係で無効入札となる者が多く

なる傾向にあります。 

  

 

オ 平成27年度 市道整備事業 八本松小橋耐震補強工事 

発言者 内容 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

事務局 

入札から随意契約に移行しても、契約に至らない場合もあるのですか。 

 

随意契約において、全者辞退ということもあります。 

 

このような場合は、どうするのですか。国への補助金申請は、できなくな

るのですか。 

 

技術者要件を緩和するなど、可能な限り手段を検討します。補助金申請に

おいては、申請先に相談をする場合もあります。 

 

予定価格を上げることはできるのですか。 

 

設計を見直して、その結果、公正な形で予定価格を上げられる場合は、予

定価格を変更します。 

  

 


